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令和８年 第８回 仙北市教育委員会定例会会議録 

 

１ 開会宣言 令和８年５月２１日（木） 午後１時３０分 

 

２ 場  所 角館上野庁舎 ２階 ２０４・２０５会議室 

 

３ 出席委員 

教育長       須田  喬 

教育長職務代理者  坂本 佐穂 

委員        田口 桂一郎 

委員        阿部 慶太 

         

 

４ 出席した事務局職員 

   教育部長                 阿部  聡 

   教育次長                 佐々木 泰生 

   教育次長兼生涯学習課長          髙倉 正人 

   教育次長兼学校統合推進室長        若松 正輝 

教育総務課長               大石  基 

学校統合推進室参事            梅田 昌輝 

学校教育課長               湯澤  満 

北浦教育文化研究所長           西根 義明 

総合給食センター所長           栗原 由紀子 

中央公民館長               佐藤 文恵 

田沢湖公民館長              畠山 裕子 

角館公民館長               千代 雅和 

市民会館長兼田沢湖図書館長        信田 昌史 

学習資料館・イベント交流館長       伊藤  香 

平福記念美術館長             小松 亜希子 

 

５ 議事  

（１） 議案審議 

議案第２０号 仙北市公民館条例の一部を改正する条例制定について 

議案第２１号 令和８年度仙北市一般会計補正予算の教育費について 

 

（２）報告事項 

報告第１７号 令和８年第３回仙北市議会臨時会教育行政報告について 

報告第１８号 令和８年第４回仙北市議会定例会教育行政報告について 

報告第１９号 令和８年度仙北市育英奨学資金奨学生の決定について 

報告第２０号 西明寺中学校・桧木内中学校統合準備委員会設置要綱の制定について 

報告第２１号 神代小学校・西明寺小学校・桧木内小学校統合準備委員会設置要綱の

制定について 

報告第２２号 神代中学校・西明寺中学校・桧木内中学校統合準備委員会設置要綱の

制定について 
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報告第２３号 区域外就学の承認について 

 

（３）その他 

 

６ 審議の経過及び結果 

 

（須田教育長） 

これより、令和８年第８回仙北市教育委員会定例会を開催いたします。 

それでは、本定例会の出席委員、職員を紹介します。 

－出席委員、職員を紹介－ 

会議書記には、齋藤課長補佐と伊藤主任を任命します。署名員は、私と委員から坂本教

育長職務代理者を指名します。前回の会議録の承認については、細川委員です。後日署名

をいただきます。 

教育長挨拶ということで、本日は、私の方から３点報告させていただきます。 

１点目が、先ほど黙祷を捧げた梁田一史先生についてです。先生にはこれまで教育委員

会の重点目標であるヤマメ・サクラマスプロジェクトの推進員としてご活躍いただきまし

た。このプロジェクトを立ち上げるにあたり、地域の人をよく知っている人、フットワー

クが軽く人当たりが良い人、そして何より地域愛があり、子どもが大好きな人が必要でし

た。この条件を満たしていたのが梁田先生でした。今、このプロジェクトは４年目をむか

え、着々と成果を上げています。これは先生のご尽力によるものです。先生が残した数あ

る業績のなかで「せんぼく はたらく ＢＯＯＫ」については、この作品が遺作になってし

まったわけですが、何とかその意志を受け継ぎｖｏｌ.３までは残ったメンバーで刊行させ

たいと思います。そして、仙北市が大好きな子どもをたくさん育てることをここに約束い

たします。梁田先生、これまで本当にありがとうございました。心からご冥福をお祈りい

たします。 

２点目が、５月に行われた小学校の運動会についてです。特にその中で、西明寺地区運

動会についてご報告いたします。西明寺小学校運動会から地区運動会に変えて今年で３回

目となります。当日はあいにくの雨で、体育館で行われましたが、西明寺小学校の児童・

保護者のほかに、にこにここども園園児、西明寺中学校生徒、西明寺中学校出身高校生、

地域の婦人会、地域運営体メンバー、生涯学習奨励員や学校地域協働活動本部員等、総勢

３００名を超す方々の参加があり、大変盛り上がった運動会となりました。小学生の種目

や親子参加の種目のほかに地域対抗種目、婦人会と一緒に北浦音頭を踊るなど老若男女が

入り交じっての大変素晴らしい行事となりました。学校も地域もともに元気になった一日

でした。 

３点目が、仙北市における子どもの幸福度・幸福感についてです。今年の５月に子ども

のウェルビーイング、心身の健康と幸福について、秋田魁新報が昨年度の小・中学生の状

況を都道府県毎に指標化して分析し、その記事を掲載しました。結果として秋田県が全国

トップでした。指標には、毎年実施している「全国学力・学習状況調査」の質問調査から

「自己肯定感」「教師による肯定」「友達関係」「社会貢献意識」等九つ使い分析してい

ます。仙北市教育員会は、この指標を基に、仙北市の子どもの幸福度・幸福感を分析しま

した。その結果、秋田魁新報では、秋田県のスコアが３０．１のところ、仙北市では３０．

７と、秋田県を上回る数値でした。特に、仙北市においては、「教師による肯定」と「社

会貢献意識」が非常に高い数値となっております。また、過去３年間の推移をみると、い

ずれの項目も少しずつ上昇していることが分かりました。仙北市の目指す学校像は、「明
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日も行きたくなる学校」です。これが市内全学校に浸透してきたことを素直にうれしく思

います。併せて教員への信頼度が高いこともうれしい結果でした。また、ヤマメ・サクラ

マスプロジェクトを立ち上げて４年目となりますが、社会貢献度意識が毎年少しずつ向上

していることもプロジェクトの成果の一つととらえることができます。ただ、子どもの幸

福感は学校だけで成し遂げることはできません。家庭が安定していることや地域の教育力

が高いことも子どもの幸福度・幸福感に大きく影響しております。今後も「明日も行きた

くなる学校」を目指し、家庭や地域と連携を図りながらこれまでの取組を継続、強化して

まいります。以上です。 

次に教育長報告についてです。 

－資料にて説明－ 

それでは審議案件等に入ります。議案第２０号仙北市公民館条例の一部を改正する条例

制定についてお願いします。 

（畠山田沢湖公民館長） 

議案綴の１ページ目をお開きください。仙北市公民館条例の一部を改正する条例を別紙

のとおり制定するものです。２ページの改正条文、並びに３ページ、条例第２条公民館の

名称及び位置の行をご覧ください。第２条の表、田沢湖公民館の項の位置を田沢湖生保内

字宮ノ後２７番地を３０番地に改めるものです。現在、田沢湖公民館は仙北市田沢湖開発

センター内に事務所を設置しております。今般、仙北市公共施設等総合管理計画並びに庁

舎再編整備に関係し、田沢湖公民館が仙北市役所田沢湖庁舎に事務所の位置を移転し業務

を行うこととなるため、公民館条例の一部を改正するものです。この条例は、令和８年１

０月１日から施行するものです。以上となります。よろしくお願いいたします。 

（須田教育長） 

何かご質問ご意見ありますか。よろしいですか。 

－質問なし－ 

議案第２０号は承認とします。 

次に議案第２１号令和８年度仙北市一般会計補正予算の教育費についてお願いします。 

（湯澤学校教育課長） 

議案綴の４ページをご覧ください。議案２１号令和８年度仙北市一般会計補正予算の教

育費について６月議会に提案する予定となっており、その内容について説明させていただ

きます。 

５ページをご覧ください。学校教育課からは歳出２点となります。 

一つ目、１０款２項２目、教育コンピューター推進事業費。こちらの対象経費としまし

て、生保内小学校と神代小学校の教育コンピューターの１０月から３月までのリース料と

なります。理由としましては、二つの小学校で現在リースしております、教育コンピュー

ターにつきまして、今年の９月末で５年間のリース期間が終了します。そのため１０月か

ら新たに教育コンピューターをリースするための予算を既に当初予算に措置されていると

ころですが、当初予算編成後の半導体の不足や円安等の影響によりまして、関連機器の使

用機材の価格が上昇しているため、予算に不足が生じることで、この度３４２万６千円の

増額補正をお願いするものです。 

二つ目、１０款３項１目、諸工事費です。こちらは角館中学校渡り廊下の屋根・外壁雪害

補修工事で、今年の２月に校舎と体育館を繋ぐ渡り廊下の屋根と外壁の一部が大雪により

破損したため、その補修工事費について１，０８９万円の補正をお願いするものです。学

校教育課からは以上です。 

（須田教育長） 
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当初予算には盛れなかった部分ということでの内容でありました。 

（栗原総合給食センター所長） 

６ページをご覧ください。歳出１０款６項３目、給食センター管理運営費、需用費につ

いて、ガス料金の高騰による不足が見込まれるため、不足分を計上しています。また次の

欄の１７節の備品購入費についてですが、財政課と協議し補正予算ではなく予備費で措置

することになりましたので、計上しないことになりました。説明は以上です。 

（信田田沢湖公民館長兼田沢湖図書館長） 

７ページ田沢湖図書館です。１０款５項３目、管理運営費の需用費になります。田沢湖

図書館のボイラーのオイルギアポンプが経年劣化により故障したため、そちらの修繕費を

計上しております。動かなくなったのは３月末で、３月末から４月中は暖房がつかなかっ

たのですが、仙北市民会館のブルーヒーター等を借りて、来ていただいた方が寒くないよ

うにしておりました。以上となります。 

（須田教育長） 

ご質問ご意見ありますか。 

（阿部委員） 

学校教育課の１０款３項１目、諸工事費ですが、これは災害保険等使えますか。 

（湯澤学校教育課長） 

はい。市の保険を使い、歳入の方に入ることになっています。 

（須田教育長） 

よろしいでしょうか。 

－質問なし－ 

議案第２１号は承認とします。 

それでは報告に入ります。報告第１７号令和８年第３回仙北市議会臨時会教育行政報告

についてお願いします。 

（阿部教育部長） 

報告第１７号令和８年第３回仙北市議会臨時会教育行政報告についてです。議案綴の８

ページから１２ページになります。令和８年５月１２日、令和８年第３回仙北市議会臨時

会において、教育行政報告を行ったもので、その概要について説明をします。議案綴の１

０ページをご覧ください。 

はじめに学校教育課から新年度のスタートについてです。市内の小中学校は４月７日に

始業、８日に中学校入学式、９日に小学校入学式を行ったこと。小学校児童数６７７人、前

年度比５１人減。中学校生徒数４３９人、前年度比３１人減。合計１,１１６人、前年度比

８２人減でスタートしたことを報告しました。 

続きまして、学校統合推進室から、仙北市立小・中学校適正配置計画についてです。３月

１９日教育委員会定例会において策定した「仙北市立小・中学校適正配置計画」に基づき

準備を進めていくこと。５月１２日に「神代小・西明寺小・桧木内小統合準備委員会」を、

５月１５日には「西明寺中・桧木内中統合準備委員会」を立ち上げ、協議を開始したこと。

委員会構成は、各学校区から学識経験者、地域住民代表、保護者代表及び教職員の７名と

なること。会議では連携を密にし、子どもたちや地域住民にとって、夢と希望が広がる統

合を目指すことを報告いたしました。 

続きまして、北浦教育文化研究所から全国学力・学習状況調査の実施についてです。４

月２３日、小学６年生と中学３年生を対象に令和８年度全国学力・学習状況調査に関する

全国一斉調査が行われたこと。教科は、国語、算数、数学、英語（中学校）で、中学の英語

はＩＣＴ端末を使ったオンライン調査。それ以外は紙媒体で調査が行われたことを報告し
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ました。 

１１ページにお移りください。仙北市特別支援教育支援員研修会についてです。４月６

日に行われた同研修会に特別支援教育支援員２７名と学校看護職員１名が参加し、支援の

ための基本方針や役割等の研修を行った旨を報告しました。 

公民館からです。「田沢湖公民館まつり」についてです。３月５日、６日田沢湖総合開発

センターで行われた同まつりについて、８２名の来場者のもと団体やサークルの活動紹介

や作品展示、公民館講座無料体験会を行った模様を報告しました。 

「生涯学習の集い」についてです。３月２４日西木総合開発センターを会場に開催され

た同集いについて、３０名の来場者のもと、仙北市地域婦人連絡協議会会長や編み物教室

で講師を務められる荒木和子さんを講師に招き、人生において編み物が生涯学習になった

いきさつの講話を受講した他、頭を使った体操等を受講して楽しんだもようについて報告

をいたしました。 

１２ページにお移りください。仙北市公民大学についてです。４月２０日角館交流セン

ターで行われた仙北市公民大学の卒業式・入学式で、１５名に卒業証書・修了証書を授与

したこと。４名の新入生をお迎えし、９７名の学生でスタートしたことを報告いたしまし

た。教育行政報告の概要については、以上です。 

（須田教育長） 

引き続き、報告第１８号お願いします。 

（阿部教育部長） 

続きまして、報告第１８号令和８年第４回仙北市議会定例会教育行政報告についてです。

議案綴の１３ページから１９ページです。令和８年６月３日、令和８年第４回仙北市議会

定例会において教育行政報告を行うもので、その概要について説明いたします。１５ペー

ジをお開きください。 

はじめに、学校教育課からです。仙北市における子どもの幸福感についてです。５月の

初旬、日本経済新聞と秋田魁新報で、昨年度の小・中学生の心身の健康や幸福を示すウェ

ルビーイングの状況を都道府県毎に指標化して掲載された記事の状況。指標を基に独自で

本市の子どもの幸福度を分析した結果について報告します。また、本市の目指す学校像「

明日も行きたくなる学校」が子どもたちにも浸透してきていること。今後も家庭や地域と

連携を図りながら、これまでの取組を継続、強化していくことも併せて報告します。 

続きまして、大曲仙北中学校春季体育大会などの主な結果についてです。４月２５日、

２６日に行われた春季体育大会での各校生徒の活躍状況について、議案綴りの１９ページ

に掲載しております大会の結果と併せて報告いたします。また、中学校の郡の陸上競技大

会が行われています。資料の方には掲載していませんが、そちらの結果も併せて報告をし

ていくこととしています。 

１６ページにお進みください。学校統合推進室から学校統合の準備状況についてです。

５月１２日に「神代小・西明寺小・桧木内小統合準備委員会」の第１回会議を開催し、委

員長には川井朋子さんを選任したほか、専門部会については統合までに調整が必要な事項、

協議の進め方などを確認したほか、新しい学校の名称は公募することとし、募集に向けた

準備を進めること。５月１５日には「西明寺中・桧木内中統合準備委員会」を開催し、委

員長には橋本勲さんを選任し、当該中学校の統合協議を優先して進めること。なお、「神

代中・西明寺中・桧木内中の統合準備委員会」については、今年の秋以降の立ち上げ、協

議にすることを報告します。 

続きまして、北浦教育文化研究所からです。地区運動会について、５月中旬から行われ

ています市内小学校運動会について、５月９日行われました特徴ある西明寺小学校の地区
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運動会の模様を報告します。 

１７ページへお移りください。市教研評議員会の総会についてです。５月１５日同総会

で、今年度のテーマを“「問い」を発する子ども”の育成～協働的な学びを通じて、考えを

広げ、深めることのできる授業づくり～の基、視点を「協働的な学びの中で、子どもたちの

考えが広がり、深まりが見られたか～安心して意見を交換できる共感的な集団づくりを土

台として～」に定め、取組を進めていくことを確認しました。研究会は１１月６日、神代小

学校、神代中学校、神代こども園で行うことを報告します。 

続きまして、生涯学習課から「二十歳の集い」についてです。今年度の「二十歳の集い」

について、８月１５日午後から市民会館を会場に、二十歳を迎えた対象者有志による実行

委員会形式で開催することを報告します。 

続きまして、学習資料館・イベント交流館から企画展についてです。６月２８日までの

会期で開催しております、仙北市文学顕彰碑建立記念企画展「綴られた記憶Ⅱ」の展示紹

介並びに観覧案内。７月１５日から９月２７日までの会期で予定している本市出身の作家

塩野米松氏による絵本の創作過程を紹介する「塩野米松のいのちわくわくおはなし絵本展」

の観覧告知を報告します。 

１８ページにお移りください。平福記念美術館です。企画展「平福父子（おやこ）とその

弟子たち展」についてです。４月７日から６月２１日までの会期で開催しております同展

の展示紹介、並びに観覧案内を報告します。 

続いて、「奇跡のピアノコンサート」についてです。４月１８日から２９日までの間の６

日間に亘って行われた同コンサートに３１８名の来館者が音楽を楽しんだことについて報

告をします。教育行政報告の概要は以上です。 

（須田教育長） 

報告第１９号をお願いします。 

（大石教育総務課長） 

報告第１９号令和８年度仙北市育英奨学資金奨学生を別紙のとおり決定いたしましたの

で報告します。２１ページをご覧ください。 

今年度は６件の申請がありましたが、その内４件が所得制限のオーバーにより、審議会

にかけることができませんでした。審議対象となった２件の内訳といたしましては、大学

２件となり、４月３０日の運営審議会で審議していただき貸与が決定しています。以上で

す。 

（須田教育長） 

報告第２０号をお願いします。 

（若松教育次長兼学校統合推進室長） 

報告第２０号西明寺中学校・桧木内中学校統合準備委員会設置要綱について、別紙のと

おり制定したので報告します。２３ページをご覧ください。今年３月に策定した学校適正

配置計画に基づいて、令和９年４月に西明寺中学校・桧木内中学校の統合を目指すことと

なりました。統合までに調整が必要な事項の協議を行うため、第１条のところですが、西

明寺中学校及び桧木内中学校の統合に向けて、必要な協議を行うため統合準備委員会を設

置するものです。第２条の協議事項ですが（１）教育課程、学校行事に関すること。（２）

通学体制に関すること。（３）ＰТＡ等学校関係組織に関すること。（４）その他、学校統

合に向けて必要な事項に関すること。第３条の委員ですが（１）学識経験者（２）地域住民

の代表者（３）保護者の代表者（４）教職員の代表者（５）その他教育委員会が必要と認め

る者で構成します。第４条の任期ですが、委嘱の日から統合に向けた必要な協議が終了す

る日までとします。第８条の部会は、第２条に掲げる事項を専門的かつ効率的に協議する
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ため、必要に応じて部会を置くことができるという規定を設けています。この要綱は令和

８年４月１日から施行するものです。以上です。 

（須田教育長） 

併せて、報告２１号、２２号もお願いします。 

（若松教育次長兼学校統合推進室長） 

報告第２１号神代小学校・西明寺小学校・桧木内小学校統合準備委員会の設置について、

別紙のとおり制定したので報告します。２６ページとなります。内容については、報告第

２０号とほぼ同じですけれども、相違部分については、第２条の所掌事項となります。（１）

校名、校章、校歌に関すること。が先ほどありませんでしたが、小学校の統合準備委員会

ではここが加わります。その他は同じとなります。 

続いて報告第２２号神代中学校・西明寺中学校・桧木内中学校統合準備委員会設置につ

いて別紙のとおり制定したので報告いたします。２９ページとなります。こちらについて

も、小学校の３校の統合準備委員会と同じ内容となっております。報告は以上です。 

（須田教育長） 

報告２３号お願いします。 

（湯澤学校教育課長） 

議案綴の３１、３２ページをご覧ください。報告第２３号区域外就学の承認についてで

す。先に申請のありました区域外就学２件について、仙北市教育委員会として承認するこ

ととしたので報告いたします。 

－資料により説明－ 

（須田教育長） 

報告１７号から２３号までありましたが、ご質問ご意見ある方いらっしゃいますか。 

（坂本教育長職務代理者） 

奨学金の件ですが、もし分かればでよろしいのですが、毎年の申請の人数に非常にばら

つきがあるなと思いまして、これは何か原因とか理由のようなもの考えられますか。 

（大石教育総務課長） 

令和６年度から、世帯所得を６００万以下と所得制限を上げた訳ですが、昨年度１４件

認定されていますが、今年度は、先ほども申し上げましたが、各世帯の所得が増加してい

るため、所得制限の内に入らなかったところが要因と思っています。 

（須田教育長） 

これは私ども研究しましたけれども、原因は特定できませんでした。 

（田口委員） 

平成２９年度、３０年度、一番大事なところの所得制限の額が変わっていますけれども、

所得の制限を変える基準はどこにありますか。どういう審議を経て変わってきているのか

教えていただけますか。 

（大石課長） 

２９年度、３０年度に関しては、所得制限が１，０００万円から５００万円と大きい変

化になっていますけれども、こちらはおそらく所得が１，０００万円以下となると、４５

人というあまりにも多い人数になることもあり、基金の枯渇が懸念されたのではないかと

思います。昨年度もお話したのですが、上限額６００万円以下を７００万円以下に上げる

ことにしてしまいますと、基金の額が１０年を待たず枯渇してしまい、その先に貸し出す

奨学金がなくなることになりますので、所得の制限を上げることは考えず、審議に関しま

しては、この運営審議会で、金額を上げるとか人数を増やすとか減らすとかというところ

も、審議にかけております。 
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（田口委員） 

分かりました。例えば、最近物価の上昇に応じて、今課長がおっしゃったとおり、給与

水準が上がってきていることを考えると、ある程度所得基準を上げるということも、今後

必要なのかなと感じた次第です。もう１点は、ゲットバック事業を平成２８年度からやっ

ている訳ですけれども、ゲットバックの趣旨は確か、地元へ就職して仙北市住民として、

将来ここに根付いてくださる人材を確保するため、奨学金の返還を免除して、ある一定年

度こちらの方に居住していただくのが条件と思います。もちろん所得の低い方々にできる

だけ大学等の高等教育の機会を設ける公的な制度ということが第一と思いますが、ゲット

バックを始めた理由として、できるだけ若い人たちを地元に戻ってこさせたいという趣旨

もひとつ加わった訳ですので、その趣旨をもう少し活かすとすれば、所得で絞って給付で

きる人数を制限することが良いことなのか、ある程度一定人数をゲットバック事業の対象

として、多少人数を増やしても確保していくことが必要なのか、そこら辺の吟味がこれか

ら必要になってくるのかなと少し感じたところでした。以上です。 

（大石教育総務課長） 

このことに関して、今回の運営審議会で世帯全員の所得としていたところを、世帯の中

の全員ではなく、兄弟、姉妹を除くという文言を来年度から設けて、若干の緩和を図りた

いと思います。世帯全員になると兄弟、姉妹で同居している場合、そちらの所得も入って

しまいますので、そこのところを緩和し、来年度の申請条件に反映したいと思います。 

（須田教育長） 

田口委員、坂本委員から出た内容について審議会にかけまして、２年に一回は見直しを

図っていくということは、かなり突っ込んだ話し合いでした。もっと所得制限を上げるこ

とによって、人数を増やすことはできないかと。事務局側としては、３０年度に枯渇して

補正をかけたこともありましたので、枯渇させることもできない。そこの線引きをどこに

するかは、非常に難しくデリケートな内容ですので、２年に一回は見直しを図っていくこ

とについては審議されています。 

次回、ゲットバックのところの人数等報告ください。今までの人数等の変化や運営審議

会等の資料もありますので、それを次回、委員の皆さんにご確認していただければと思い

ます。 

その他ありますか。 

－質問なし－ 

では、その他に入ります。いじめ・不登校対策についてお願いします。 

（西根北浦教育文化研究所長） 

４月のいじめ・不登校の状況について報告いたします。 

最初にいじめについてです。４月は小学校２件、中学校は０件の報告を受けております。 

次に４月の不登校児童生徒についてです。小学生５名、中学生２０名、計２５名となっ

ております。 

４月はスペース・イオの活用は１名、さくら教室の活用が０名でした。また、角館中学

校校内教育支援センターの活用は２名でした。以上が、４月のいじめ・不登校の状況です。 

（須田教育長） 

よろしいでしょうか。 

次に教育委員会定例会会議録のホームページ公開についてお願いします。 

（大石教育総務課長） 

別冊の令和８年第５回定例会会議録をご覧ください。 

－資料にて説明－ 
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誤字脱字等ありましたら、私の方まで教えて下さるようお願いします。以上です。 

（須田教育長） 

次に仙北市就学援助についてお願いします。 

（湯澤学校教育課長） 

資料をご覧ください。前回の定例会を踏まえ、改めて報告をさせていただきます。就学

援助について、一つ目は就学援助を受けることができる方は、生活保護を受けている方、

生活保護を受けていないけれどもそれに準ずる方ということで、世帯の収入が仙北市の定

める認定基準額以下の方で、要保護、準要保護ということで、二通りあります。前回ご説

明しましたように要綱の改正ということで、算定基準額の算定に用いる項目に新たに「学

習支援費」「期末一時」という二つの項目を加えました。これにより、お隣の大仙市と比

べますと、算定に用いる項目については、同じになっています。次に認定基準額の例を記

載しています。認定基準額については、世帯の人数とか年齢によって算定方法、基準額が

変わりますので、一概に言えない訳ですけれども、例として、二つあげております。 

例１については、改正前、改正後では、１３万７千３０円の増となったケースです。 

例２については、認定基準額が、改正後１８万８千５７２円の増となったケースです。 

最後に就学援助申請の状況です。令和８年度の５月１日現在の状況は、上の方が申請世

帯数、下が申請件数で、同じ世帯でもお子さんが２人いると件数としては２件ということ

になります。それぞれ認定の数、非認定の数が記載のとおりとなっております。 

就学援助の周知をより図るために、この後５月末に、全家庭の方に就学援助のお知らせ

を配布したいと考えております。また、仙北市のラインでは毎月、月はじめにお知らせを

して、より周知を図っていきたいと考えています。説明は以上です。 

（須田教育長） 

田口委員、この前の宿題の中身ですけれども、何かご質問ありますか。 

（田口委員） 

就学援助の認定基準が緩和されたということで、それによって、恩恵を受ける方が少し

でも増えればよろしいかなと思いますけれども、先ほど、近隣市町村と認定基準にかかわ

る項目的には一緒だという話ありましたけれども、認定基準の基準に関しては、近隣市町

村とほぼ同じという認識でよろしいですよね。例えば、大仙市、美郷と同じような所得で、

同じような家族構成であれば大差はないという認識でよろしいですよね。 

（湯澤学校教育課長） 

大仙市とは、ほぼ同等、概ね同じ水準になりました。ただ、美郷町は仙北市よりもっと基

準が緩和されていますので、まだ美郷町の基準までは達していない状況です。 

（田口委員） 

そうですか。例えば、ひとり親家庭方々は無条件に認定になるという項目はありました

か。あくまでも世帯の算定基準によって算定されるということで、そういった条件での認

定はありませんか。あくまでも所得が関係するという認識でいいですね。 

（湯澤学校教育課長） 

そうです。 

（田口委員） 

世帯の所得に関して、奨学金でも話題になりましたが、例えば、子どもに対して祖父母

の方が同一世帯であれば、その祖父母の方の所得も加えて算定するということですよね。

あるいは、一緒の家族構成があっても、その家族だけ世帯だけの所得で認定される、ある

いは、一緒に住んでいる家族の合計の所得で認定される。 

（湯澤学校教育課長） 
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そちらの件につきまして、仙北市では世帯分離の有無にかかわらず、同居の家族全員を

対象として収入を算定するというやり方をずっとやっております。それで改めて、県内の

１３市を確認したところ、仙北市を含めて世帯分離にかかわらず、同居の家族を対象にし

ているのが１３市の内８市、逆に同一世帯だけで見るのは５市ということでした。大きく

差はないということで、市町村、市によって、やり方はまちまちであるということを新た

に確認したところです。 

（田口委員） 

仙北市は分離世帯ですか。 

（湯澤学校教育課長） 

世帯が別でも同居していれば、同一世帯として見ております。 

（田口委員） 

分離世帯で計算するところは５市あるのですね。そちらの方が、子ども世帯にとっては

認定されやすいということですね。逆に仙北市の場合は認定されにくいという認識で良い

のですよね。 

（湯澤学校教育課長） 

はい。 

（田口委員） 

分かりました。 

（須田教育長） 

今年変えたばかりですので、まずはこの内容でいって、来年さらに田口委員がおっしゃ

ったことが可能かどうかについても言及していただければと思います。お願いします。 

その他ありますか。 

（若松教育次長兼学校統合推進室長） 

学校統合推進室からの報告についてです。本定例会前に協議会を開催しました。その中

で報告した主な事項を改めて報告させていただきます。 

５月１２日神代小・西明寺小・桧木内小の統合準備委員会を開催しました。各学区から

７名ずつの委員、合計２１名を委員に委嘱しました。委員長には神代学区の川井朋子さん

を選出しました。その他部会の設置、スケジュール、協議事項の確認を行いました。この

中で新しい小学校の名称については、公募するということを確認しました。 

次に５月１５日に西明寺中・桧木内中統合準備委員会の第 1回目の会議を開催しました。

各学区７名ずつ合計１４名の委員に委嘱しました。委員長には桧木内学区の橋本勲さんが

選任されました。同様に部会の設置、スケジュール、協議事項等の確認をしたところです。

以上報告です。 

（須田教育長） 

次に令和８年度の「仙北市の教育」について、委員の方々から要望等ありましたら、ご意

見をいただきたいと思います。 

（田口委員） 

改めて令和７年度版に目を通させていただきましたけれども、大変完成度の高い内容に

なっていると思います。敢えて言いますと、例えば、学校教育の小・中学校の教育の現状

と課題、７ページにありますけれども、是非、先ほどから教育長がお話しておりました子

どもの幸福度、秋田が全国１位、仙北市はさらにその平均値を上回ったというところの成

果を大々的に訴えていただければと思いました。 

また、以前「かけはしプログラム」が完成して成案になったと報告がありましたが、そ

の点についても是非、成果ということと、これから一層成果が上がるように、更に幼保小
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の連携を深めていくという辺りも、学校教育の中のこれからの推進方針として訴えていた

だければありがたい。３ページのスクールビジョンがありますけれども、この中にも保育

から高校までのスクールビジョンが記載されていますけれども、この保育から下学年の辺

りに、仙北市のスクールビジョン「かけはしプログラム」そういったプログラムが存在す

ることを、低学年や保育園の先生方だけでなく、高学年や中学校の先生方にも、プログラ

ムに基づいて「仙北市は実践しているんだよ」「連携しているんだよ」ということを知っ

ていただき、その存在を多くの方々に知ってしていただくために是非、名前を盛り込んで

いただければ有難いと感じました。以上です。 

（坂本教育長職務代理者） 

学校統合に関してや「かけはしプログラム」に関しては掲載されると思いますので、読

んだ方が興味を持つような表現で書いていただければと思います。追加していただきたい

内容としては「ヤマメ・サクラマスプロジェクト」。昨年の中学校でのフォーラムの様子

なども、広く掲載されるだろうと思いますが、詳しく載せてほしいなと思います。 

今年２月の教育行政方針の中にあった学校教育の充実についてのところに、いじめ・不

登校の問題。子どもサミットにおいて、それについて話し合っていること。多様性という

言葉がありますが、特別支援教育の充実とともに、ＬＧＢＴＱ等への多様性の理解促進と

いう文言があります。これは非常に良い文章だと思いましたので、現状と課題という部分。

それから、行政方針ということで、目的は違ってくるのかもしれませんが、この文言を少

し、これを含めてもらえたら良いなと思いました。以上です。 

（阿部委員） 

私も同じく学校統合について追加をお願いしたいというのと、「せんぼく はたらく Ｂ

ＯＯＫ」で教育長がお話していたところがありまして、仙北市の現状というところが、出

生数の減少に伴う少子高齢化、人口減少とありましたが、やはり仙北市が抱えている問題

というのは、これが一つあると思いますので、これをどこかに入れるようにできないかな

と思いました。いろんな授業、例えば、ふるさとキャリア教育の充実、コミュニティスク

ール、いじめ・不登校問題。いろいろな対策を集約しているのですが、読んでいるとき少

し分かりづらく最後まで読むのが大変でした。教育行政報告のように、タイトルがあって

一行空けていただければ、すごく見やすくなるのではないかと感じました。あとはお任せ

しますので、校正等は素晴らしく頑張っていただいたと感じました。 

（須田教育長） 

その他ありますか。 

（大石教育総務課長） 

２点あります。今年度も委員の方に学校訪問をしていただきたいと思っております。日

程は６月２９日（月）、７月６日（月）、８日（水）、１０日（金）となっています。訪

問する学校や詳細については、後程ご連絡いたしますので、よろしくお願いいたします。 

もう１点、来月の会議の日程についてですが、議会の関係で、６月１９日（金）午後１

時３０分から協議会、午後２時から定例会を行います。会場は、この会議室になります。 

（信田市民会館長兼田沢湖図書館長） 

二つイベントがありますのでご案内します。６月２０日田沢湖図書館２階で「ナチュラ

ルフレグランス講座」というワークショップを行います。講師に「アロマ草花木香」の髙

山さんをお呼びしていますので、よろしくお願いします。 

次の日、６月２１日仙北市民会館ロビーコンサートを行います。２年前にも仙北市民会

館でロビーコンサートを行っていただいた松山隆宏さんに出演をお願いしていますので、

時間がありましたら、どうぞ皆さんよろしくお願いします。 
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（須田教育長） 

その他ありますか。 

（小松平福記念美術館長） 

平福記念美術館からお知らせです。秋田魁新聞に「美を知る」というコーナーがありま

す。５月２４日（日）に、現在、美術館で開催しています「平福父子（おやこ）とその弟子

たち展」についての紹介記事を当美術館の職員である小林主任が執筆しておりますので、

新聞を手に取られる機会がありましたら、こちらの記事もお読みいただければと思います。

よろしくお願いします。以上です。 

（須田教育長） 

その他ありますか。よろしいでしょうか。 

それではこれで、令和８年第８回仙北市教育委員会定例会を終了いたします。 

 

 

 

（閉会宣言：午後２時３５分） 

 


